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ごのたびは、コ□ナ5ミ由フアンヒーターをお買 
いあげいただき、まことじありびとラございま 
した。 

正しくお使いいただくために、この取扱説明盡 
をよくお読みください。 

なお、お読みになった後ちお使いになるちびい 
つでを見られる所に「保証謹」となに大切に保 
舊しでください。 


;;团特に';主意しでいただぎたいこと、 
ををのために必ずお守りください 
ミ因効果的に使用するために—— 


回各。 B の咨称 - - 


〇 

•の觀 IE ) •漓た幽 

•操作部•表示部のなまえとはたらき 

;の佈巧帯 f の猫偏 

4"^ 5 

……' 巧〜フ' 

J 设用削ンゾ竿1照 

•使巧前の準備 . 

- •说巧辦脚 

一 ' 

.. . …….…―£ 

R 八 ’ A 

•使府佩料 

〇〜〇 

— 紀ぶ 

•点义前の準備と確認 . 

•高が補正 

Kj'f 

つ 

f 
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回使用ちを-- 

•点义.. . 

•消火 — * …— 

•蜜温の調節- 

• パ \ 畜{5 卜 

•5 搜点义 一… . . ----- 

* チャイルド□ック 
•現巧時刻のをわせかた 
> —— . . 
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13日常の点検•ま入れ^-- 

cp 巧巧日ち総 '一-…_ — _ 

輕 Afcl 7< IjhT \15^ 

圆故障•翼鬻の覺分け廢 t 麵靈緣 
固部品交換のしかた 

晒保憧張觸闡使絕しない囑茵） 

面は様 

麗アフタ…サ―•ビス— 


胃機據資 a 3 


変震し f こ持為越しなミ由 

變爾戀禁 
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KEROSENE ONLY 

tIVU ン鑛用鎮止 
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葉霉 C 麵約 

































ごの表示を無視しで、誤乃た觀り觀い增帮.蠢と V --: 
入が巧じ莱たは纖髓を鶴う巧雛性が想遼さ矜蠢韵: 
§な示しでいまず。 


この表を趕鑛親しで、誤った取り鑑け證嘗違起單话 
人が 》 s 趕鑛ぅ詹釀が想定进れ證的容お基^驗 
撰議のみの豬運が想定巧れ覆巧蓉霄薪しでが黨霄< 


_棚む編してし！ただき議な,麵のために脯備りくだか 


ガソリン 臟禁 .........ぶ':.?:'. 

ガソリンなど揮発性の富いミ由は、絶巧に使用しないでくださし、。 
义巧の原因になります。 


スプレー吿厳禁 


細 




弟さ虫剤などのスプレー生を温®のあ 
たるところに放麗しないでください。 
熱でスプレー击の圧力び上がり爆発し、 
危険です。 


寝るとさ消义 

寝るときや外出するど濟ほ、必す消 
义しでください。又、人目の福かな 
いところでは、;使巧しないでください。 
不完全燃焼や異常燃焼 • 义巧のおそ 
れびあります。 


溫風吹出口をふさがないで 

雜巧類、紙などで温風吹出□や空気 
取入□をふさがないでください。 

巧類、紙などでふさぐと、異常燃 
焼や义巧の原因になります。 

馨ス !ブカ'—ドなどの囲いに干し 
物を掛けたり、巧類' 紙などで温 
風吹出□やを気取入□をふさいだ 
«禽や、力… •テンなどで背面の温 
風 空気取入□がるさがれると、本 
体び爐熱しで、操作部等び変おし 
たり、やけどや 故障'破擴するな 
ど大変危険です。 


換気必要 

換気せずに使用しつブけないでくだ 
さい。 

酸素が不足ずると、不完を燃焼し、 __ 

—酸化炭素などび発をしで中囊にな I ぶ; [1 

るおそれびあります。 :，'シ‘ 

使柏中は！なす1時間に1〜2回 （] 'でりなが 

〜2か）換気しで、新鮮な空気を補 
給しでください。 

換気が十分におこなえない揚巧（窓 
び凍結しでいる部塵、地下室など） 

では、使巧しないでください。 

可燃性ガス使用厳禁 

ファンヒ""夕一を使巧しでい る部屬 で、 可燃性 
ガスび発生するちの（ベンジン、 シン ナ •-、 刃 
ソリン)、スプレーなどを使巧 しないでください。 
义巧や故障の原因になります。 


この取巧説日月靈 および製品への表示では、製显を安をに正しくお使いいただき、 あなた和他の人々への 優靈齡變へ 
の損磨をホがじ防止するた めに、いろいろな絵表示をしでいます。その表示と意味は 巧のぶう(こなつでい篆 " T 。 巧害 
をよく理解しでから本でを お読みぐださい。 


* この表示をお巧しで、誤った取り振いをずると、 

ft \ wK 人び巧たは霞傷を負ラ危険び差し谊っで生じ 
ることが想定されるの客を示:しでいます■/•胃胃胃 



給油時消义 

給ミ由は、おす消火し でからおこない 
こぼれたなミ由は、よく ふきとつでく 
ださい。 

义巧のおそれび あります。 















シ u コ-"ン E 食製 Sf こ注赢 
フアンヒーターをご使巧のお部麗では、 
巧毛巧コート液.化お品.つや出し 
剤などシ|」コ^ン配さの商品を使厲 
しないでください。 

燃燒部にシリコ■-ン酸化物が巧麓し、 
点义ちスや違中消火などの原因とな 
ります。 


給ミ由□は確業にしめ、 I 含ミ由□を下に 
しで、ミが漏れびないことを確かめで 
くだちい。 

給ミあ□が確実にしまっていないと簡 
をに關いで、义災のおそれが'ありまず。 


制す 


電源コ…ドを傷めない 

電源コードに無理な力を如えたり 
物をのせたりしないでください。 

また、電源プラグを巧くときは、コ 
—ドを持つで弓 I ぎあかないでください。 
义巧や感電の原因じなります。 


居室巧給油禁止 

給ミ由は、齡す义の気のないところでおこなって 
X "忙 を/、 

义巧のおそれびあります。 


巧 




異常時使用禁止 

におい、すずのを生、炎のをなど冥 
常を感じたと受は使用しないでくだ 
を:し、 , 

巽常燃焼のおそれびあります。 I 


電源プラグは確実に護しこむ 

電源プラグはコンたントに概巧まで隨藥に麓し 
こんでください。 

また、 厦んだプラク’'やゆるんだコンじントは傻 
巧しないでください。 

义巧の原因になりまず。 


• 驟攀畴は麗源：73グをおいで消义しでください 


長期間使用しないときは電源プラグを抜く 

長期間使用しないと费は、電源ブラヴを巧いで 
ください。 

义おやず想しない擊故の原因になります。 


電源プラグのお手入れを 

ときどきは輩源プラヴを抜き、ほこり及び盛麗 
物を除去しでください。 

ほこりびたまると湿気などで絶縁不廣になひ、; 
災巧の原因になります。 


漏風に瞳接あた5ない 

温風に直接援時間あた6ないでくだ 
さい。 

ほ溫やけどや脱水渡状になるおそれ 
びあります。 


次の場所では使用しない f 

义災や予想しない擊故の原困になります。 i 

•水平でない場所、不を定な場所 
® 慰のあたる場所、部麗の出入 □ 

•マントルピ…スなどフアンヒーターび囲われる爆所 
•ほこりや湿気の多い爆所 
* 不安定な物をのせた棚などの下 
• 巧燃'性ガスのお生ずる場所又はたまる場所 
•直射曰光の当たる場所、温度の®い場所' 
e 湿室、飼胃室など人のいない場所 
® 標高が1 500 m を越えるよラな屬地 
»理 ■ 美容室、クリーニング店などスプレ…-や化彎藥 
を使ラ場所 


よっては色あせずること 


薦 S 部接舖禁止 ^ 

燃焼中や消义直をは、温風吹出□巧つ1ぐ1\ 
おび醫温となりますので、をなどふ 
れないでくだをい。 ち 

やけどのおそれがありまず。 

@リにいお支 I まのいるごを庭では、;:‘轉按を憲しでくだをい; 


傾さ•振動ま意 

水平な場所で使預しでください。 
振動の激しいとごろでは、使觸しな 

し、マ/ドゴぃ 

異需燃焼や誤た動の原困じなり藻鄙, 


故障、 i 淺擢した6、使！！しないでください。 

不完を®修理や改造(ま湯険です。 

33麗い求めの販売店 I こ修灑をの頼しで < ださい。 



























似上 


:すと、本が的部が適熱しで安ま装麗 


懸燃物 t © Silt 懸離穿 
燃えやすいをの'^障馨物 
とほ、必す*巧國じ示す距 
離をとつで設靈しでくだ 
さい。特に力ーテンなと 
びツァンヒ夕一じふれ 
ないよう(こしでくださし、。 
火巧の発をするおそれび 
あり寡賞。 


'金纖 ' 

，■’ 保管時にしていた'だ' 0 —V 

長期闇使用しないとき又は保醫すると證 (5 


15 an ^± 


すな';由を抜いでくだをい。 
傾けたり、横翻しの巧態ではな! 
さい。 

义災のおそれがあります。 


;I i -> ( \ マ / 中 -i 
し^ /かレ S し'\ /し 


100 cm な上 


正常燃鏡の麵認 

正窜に燃焼しでいることを確かめで 
ください。 （8 ぺ■"ジ参照） 


移動に注憲 

持ち運ぶときは、消义しで給油タンクを巧き、 
傾けないように静かに運んでください。 

特に階段などでは油漏れのおそれがあります。 


曰常のお手入れ隧®遠蠢 

丘萬の点検’ま入れは化すおこなつ 
でください。 

点検-ま入れは消义をフアンヒ…夕 
…び十分冷えでから、必す輩源プラ 
グをコンたントからないでおこなつ 
でください。やけどや感電のおそれ 
びあります。 （ 11〜12ぺージ参照） 


廃棄ずるときのま意 

フアンヒーターを廃棄処分するとぎは、數ず給 
泣タンク' 固定タンク內のな'油を抜き取つでく 
ださい。 （12 ぺージ参照） 

灯油が入つたまま廃棄するとリサイクルの際に 
思わめ事故になるおそれびあります。 

変質打油禁止 

変質のミ由、ちれた I 灯油、？火の混じっているな油 
などを使巧しないでください。 

異萬燃焼や故障のおそれびあります。 



_1劾黒閑に使用するために 



S の下や鹽画に S 麵 

•外気に接する窓の下や壁面に置くと、巧気がフアンヒーターで暖められ、 
としでが流しますので効栗的です。 


菜3 • 巧にがい力一 
巧に巧いマツ 
• 夕がホろとを 
困になるおそ 


へットや床の上で長時間使南すると、変色したり、そり返ることがあ0ます。 

卜などを敦いでください- 

は引きすらないでくたさい。 巧面、置、力一へ、ントに傷をつけたり I 龙体商面の蛋装びはがれで巧化/ぃ’. 
れかあります. 


















屛麵國 》 欄造0 





タンク襄フご 


麵證 it <滿霉 >：/¥-'( 


操偉部•表示部 1 ， 


漏熱較止装置 


燃巧潑謁窓’ 


擺風歎お □ - 


操作部* 

I 、かか， 夕，々ィイ巧が化" 

♦おタン'中- 

給油表巧 

ミ由切れにより、 
自動消义したと 
ミ由のれによる齒 
点滅となりまず 




r い] wQ ' 


み..:. ■ : I 

:I; 晒 11 車 I 

:aJ 


'給油!タシな 


.少 ST ： 

■K)y?mn, .. * 皆 

: 


のの 歸/ X ネ J レ 

巧イルフィルタ 

…霉磯ボンプ 
— 圈定タンク 


W 哈か•か f がみ • ,, A ,, ^.iTviwaso-.w»}sj« v-f & ^ •。心. ■^■ yffp"niin i mff i tnM>www p^wfw »w w w »>»»»MW¥ * ^«w »w w*w>m™» "*"" 〜 "T ffftTm*ffrimMr*frrrirff! mmrfTt'*r°™*°~"**T*"rfTTTTT""T rr*TTmnmff 

魔作は、 1 回（ピツ）と 2 回（ピピツ）の操巧富で擦た巧客をおがらせします。 （[こ]詳しい説明のあるべージでず。） 


表示部のなまえとはた 5 き 

W がか • か ■• がみ ,，, A ,, 戊ぞ >1(!1^« ユ >«»}8»« ホ ' をがもぶが •sfl«»&«e««i«4g995v^9>»asssgewy 徽で 

魔巧は、1回（ピッ）と2回（ピピッ）の操巧富で援 

窗勤消'义する20〜40お位前と 
瘦•に点滅します。 

勤消义時は運陆ランプび單い 




jb — ム 

サーモたンサ- 


電源コード 


/二 


典…:…—……— 

!が啼 ， ； 


適風窒気取入口 


燃篇空 m 取入 □ 

(エアーつイルタ） 


([□ 夏半しい説明のお搔ぺ…ジ-でず。） 


M が 

邏転が1 
しで、 }! 


気巧巧 


邏転が1時闆燃焼ず S ごとに1分離点《 
しで、撰気時雛をお知らせしまず。 

SB 換気表示にたよ6す1畴閣に 

1〜2 ◎必ず換気しでください。 


窝化巧皆スイッチ ， 
島巧陆替表を 

標觀び500 m が上の遞所使用す SH 
貪に t ットし衆す。 

觀地コースにむ,、ジト进れでいると-嬰に 
Si び表示'揉れ莱す。 


tgSVRSS パ RS 田 SX 

;s«sgasss5S8ss«sg9Rf(iiiigiiiisegs け RgsssK# 


h « 9 (« な SS 田《*拍 8 巧夕 




を S 5 R S を 

* 〇 t 


を客 S 备 gssggssss 


(IS « 


チでイルドロック! 
。離い S 


設^温*;塞!度； 

顧深8沒 


公臟麻 

温度/轉魏當巧 


- ,； mmm < <«&» L _ 

時'なみ 


還艦' 

、入用バ 


4 餐是 8311 ま ggSiiaSCSSBSIgKS'^ 


ig ま « 丢妄 SSSBSS 丢丢 SgSS 寒呈 SS 


A ち驚 g g g K ま R S g 星 g き至 》6 S S S g « B g if B S 邑 g ホ e 

# 巧 

ss み 

篇 を gg 爱 gg き g*e8 爱 SSSB を 


, 国 

與択■解除をず皆と叟に^ 

し、 畔诗 L t '>> 
おむ^つかな巧します —i 

Jhm ; 


表示の換キ- 

回) 

1◎揮ずごとにデジタル表示が榻り 
かね巧まず。（操作富：ピジ） 

1 運輕轉 

湿度 

淳止時 

時刻^ 

タイマー合せ-*- 

、 

- 時計させ1 

ノ 


延浸時間をレク K 车…、 

邏酷を延廣すると费、運輸鷄り轉 
間をじしクトずをと帮に禪し棄部。 
皆漂作富：ピッ） 

1 腔]禪し： 3 時闇 
2 圓禪し： 2 聽闘 
另園禪し：] B 荀 Pel 


巧拙ち*いよ一 . 

5秒点火のたット-觸除ダ盛—掌器と薄に 
禪し苯ず。 

(操作鹽忆ット：ピッ，觸陈：ビ’ビッ） 
贸秒点火•怯ット瞬うンブび庶なし兼す。 


タイタ►胃縷綻夺， 


タイマ--}1$技のむツト禮'輩ると费に巧し 
棄部。莱た、タイ^—邏髓中、タイマー 
運赔を解陈ずると费に禪し莱す。 

(操作:麗；ピツ） 

タイマーじツトが態とタイマ…邏酷轉に 
ランプび点： rj しまず。 


逢括ポタン（巧おランプ) 




点火-消火ずるときに巧しまず。 

操作鹽点火時：ピッ うンブ点滅：ず熱中 

消乂瞒：ピピ、シ f 軍焉1 点巧：燃焼中 

舉い爲滅：なんをかの願因で顧®]消乂 


















，…""が 、 

聚巧 

切錢 


温度/瞻刻をは 


デジタル表示部 

諮を^度 室巧湿 度 

巧沿 


® 運麗を（タイマ…選範中） 

左側；證定謡慶表示(12で^-30で) 
を側：蜜巧遍廈表を （ 0で…35で） 


溫 g 表示 


設を温度室的疆慶 


現巧轉刻表示 


I 體遼溫廣憲巧温慶 
時計食せ表示 1 !す前 8:3 日弦鬥 


"轉計含せ"痛な 

を國は牛前8時30おにむットの例 
5轉扮上放疆ずると面に麗り萊皆 


設定湿慶莖两溫度 


タイマーさせ 
贿刻)表示 


中前6：30 


設を温度室巧温度 


電源プラグをコンたントに離しご—んだと避(觀裡聴刻が来: t . ツト) 
や停麗後の泻體爾のと葬の表示 


稱憑電表示 


設定湿慶室の湿度 


£弓表恭.前 R 鹽勸消火鑛離の作動 . 

^再度、点火操巧獲しでくだ进い。 

ぞの他の e 蒙示についでは、12ぺ…ジ發鞭照しでくだ进し、。 


皆巧前で带請 籠 

a 装纏からフアンヒ…夕…を出す 

雜包装箱からフアンヒーターを取り出し、パツキン巧を取り除いでください。 ±»»W の一~ス梦一ょ Si;i 


上總衞ネオ （; 




: IT 識鑛 


ン巧はつでジも‘^"夕一の傑繫に必;靈でず。^"棄を、取黨懿類鑑も忘^ 
くたさい。た' „ ’， 


-タンク}申え 


I 緣のこ ttt 、 エ爆での燃燒テストに よるちので、翼常ではあのません。 

• 慶)をタンク(こか靈の灯'庙が残つでいる。 

• オイルフィルタがめれでいる。 

•溫®吹出□か6驛える燃焼筒（炎を圈んでいる筒）が'変をしでいる。 


使用燃麟 


斌が 猫巧な田邸 ■ 田 » 叫附山側柳曲 MW け通 WIW, が ( 怖* BWlwiiaw i M i M S H ie gsag B Mi i gt^ sa^taaea^aiag^ 


燃墨 «») 獲變 ffl しで < ださい。 

• 八^拓験 刀 y リンなどの揮峰性の》 い;巧は絶対に使歯しないでくだをい。义災の懸 a にな 〇潔聲。 
場-,、、、, m - 蠻圈 a«K 不總 灯油、汚れたミ由、水の混じっている打迪などは絶対に使用しない くだ覆い。 
«j 山 U がょ‘ V な雨が' ごみ- 屬遍および直射曰光をさけた瘍 P ちに保管しでください。 






























2 .給涵する 

ホ巿販の給ミめポンプなどを使巧しで、 
ミ化■計を見なびらお'油しでくだ 
ちい。 

雜ミを謹計の半分 < らいまで.鲁が変. 
ねつたら、給ミ由をやめでください。 



1. 繪達烫ンク懸履り出し. 

繪》 □を 關< 

雜才ープンつまみを強く 
引いで、給油□を開し、 
で < ださい。 

(教赫寸る 

す-:アンつぎみ ド'^ f 1 ― 

が) 

ぶ強くミ K V .'.' : 


• '搬焼巧は絶巧に給庙タン 
クを驭 *0 出さないでくだ 
さい。 

’縮;'曲タンクは、ぶつけた 
0落としたりしないよう、 
でいねいに取り扱つでく 
ださい。 


3•給油□をしめる 

@ 1 A ま屬1 給'逆口は、磯棄に r パチン」と霞びする*で 
图のを歷を強く挿しでください。 

給ミ宙□を下にしで、ミを漏れがないことを確かめでから、 
3.アンヒーターに正しく静かに入れでください。固定夕 
ンクや給ミあタンクに強い衝擊をあたえると、油漏れや故 
障の原因になりまず。 

感お巧日めみ部などに、ごみなどびはをまつでいる iiS は 
取り除いでください。 


巧う 

''おん 


I こぼれた口のはよくるきおつでください。 

:，.給油タンクび亞レ< たットされでいないと、 
の原困になりまず。 


ぶ个わ入 


’！ A を意，給 a は必ず消义しでからおこない、フアンヒーターの巧くではお巧に治なしないでくたさい. 

巧ぶたと/:ろで給油し、給油麗がみない（举巧な下）爆き巧洽巧〇を醉い/;-まま、しばらく第温になじませでからたットし, rx た-さ.. 


倉!嫌 

お;由□をしめたあと、巧縮をおで巧ち上げ、 


指ホに巧'巧々': り"!、， 百か夕がけまず。. 

' がん';〜ぶ、みこが ——’‘ d ’ J 、ださい。） 

陶 I 識 


naatoft た讓讓 


邀ソリンはずぐ乾く 


•な巧は必ず义気、爾か、 
ごみ、屬湿おぶび慶射曰 
光をさけだ塌爾に保醫し 

ァぐドホい 

•置射曰光びな油を変質さ 
せるため、着毎したな巧 
用のポリタンクをお使い 
ください。 










靡シ^ズンぶ «麵《 曰巧に容器のふたび水-ごみやな 

〇犧^越し® 湯た S 所や溫 關 けであったり、ミ由ながの油が 
慶の屬い巧に乳白色のポリほんのわすか 
巧 管した灯油 j 容器で保醫しでち混入した 





Q 

% 


たなミ由 


没 


の 


ホ'みがか 
g ホ'插班活- 
艺:んなをを… 


参極度に変質したちのは、黄色巧びかったり、すっぱい臭いびしまず。 
禱灯油はシ…ズン中に使いきりましょう。 


コッブに水を入れ、その上じな a を入れで、灣綾に 
白い紙をあでます。 


良質む油 


變麗〇滴 


ヒあ二！ J 白い紙 

水と同じ r\ 

巧を透明 i 



かしでを慶む f 
ついでいるな迪 


をずつぱい變いがすれば変麗巧曲です 


難體 0 識魏觀論器$錦 


椿磅鄉されたときは、巧部期齒中でを 

ど'お纖をおちい巧めの販壳店にご相殺 

薇謝#ぶが;' 


wmmM 


給油 


• r 显ま n 給ミ由は必ず消义しでから义の気のないところでおこなってください。 























給油のめやず 


•固ぷた厂バ V 的のを T 油が少なくな恐と 
馨給;盛表示 ■•■■■■ 。’。…"….……’，点滅 
麵 口-う…厶鹽 tti ’ t ツ 

—し—: r - i 知わむしずリの r 早めに給油しでください。 

, e »^ 


«給'油しないで使用じ続けると、ミを巧れとなり、白動;肖义します。 

* 運範亏ンプ . 學い湯滅 

@給-雜表示…"、•………………••点 a 
@ T ラー么富ピピピッでお知.らおしよ部。 

: _—7古涼れ—麵淹 ご> 



が^^)))' 


^繪油表示 
く点滅/ 


y つ … ム 
くビヒヒッ） 


約2日〜40分! 



-(((^ m))y 


籠でプ I 
く草い轟減> I 

給'进表示 I 



J， つ一 ix 

(ピピビッ> 


できません. 




前©筆備と麵認 





高地補正 

.... ■ ' a¢■¢^^¢s^s8¢6a^^a¢g^«!¢6aas«««sfea!i«¢o¢i¢il^«B¢/№il¢o»WK»ac»¢&Kaa&a№«¢^MffifmKie«^gWl^№Mi»gsMa¢5s«i¢^Ba«e^gB»M^»M¢iKliKa¢a&»¢¢iKmMsa¢g¢sa«¢?s?««s<^i¢^^«sw^i&M^;^^stg»!SS«8i ! gai^ a !s¢iK^»g«№s^aa^e^ ¢wg a sa! w ga«ass8wes 


標高び 500 m を越える揚所では、酸素不足により黄义燃焼(ホ义）になる場台びありますので醫地補正をしでください。 



_ _ _ 


i 萬び 500 m ~ 1 000 m のをな都巧〉 

«木類 ----• 曰巧巿 • 山梨県…-靈主苦田巿、都留巧 

援 S 類-- --' 巧本巿、岡谷巿、飯旧巿、麗訪巧、か證巧、1 お那巧、佐夕巧、大町巿、.寒野巿、塩尻巿、駒ケ根巿 


富地の醫スイッチ 
高地切營表示\ . 


雜比おボタンの左上に ある富巧切替スイッ于をつまよラじなどの細 
し、棒がのあので巧します。 

表ホに ra とん示されると設定完3です。 

•巧に膜す S 禽（霞地補正の解除 または 500 m な下での使用）は 
を5^慶、 Bi 巧は)醫スイッチを巧しで<ださい。 

表示部の 衷示が消え、»地補正が解除されます。 


猿 























2 時間 4 日巧 
ずきると . 


着义しましたら、燃焼確認おから燃焼状態をお露しでください 


お荷時に燃焼が懸を鋼節しであ0まず。巧一,,燃焼が鑛が不邏正め湯爸な、お賢い巧めの販請店にご相談ください, 


X リフト燃焼 

なか‘飛んだり澤いたりし、富や賣い 
が出で、立:?肖そすることびある。 


運輯ボタンを巧す 


® 消义し、運括ランプが'消灯します 


〇 


• 消次操が幾、約1砂後に燃燦を 
• 網か後、ホ祕巧鄭び冷がするま: 

ください。： '’ の..’;ぃ M お;.;.後を:綾！故-; 
•消义操作後は、义が消までなる5 
• ミ肖义時、輩おポンプの制御舊化 


•潔急時ながに、フアンヒーターに強い衝窜を每えたり、竭源' 
• 消火直後に再お乂ずると、着义富びぞか大をくなりまず。..-‘ぶ 
■むやみに点乂、消义をくりかえすと、契いゆ原因になります, 






消义15巧前 


消父3巧節 


國麵灑义 


m m 部卜5 


麗擬1111121/资 h 率-"懸禪谬 雜連続で運転したいとぎは、白動;肖义ずる前に延長時間じレクトキーを禪しでください 

] 品-、 巧したときから、さらに設定した時簡だけ運症を継続します。 

I い-:'、 %,/ 壽延長時間じレクトキーを]回巧すごとに、運転残り時間か;欠のょ巧(こ:かへ、を^, 


延長瞬圆なレクトキをがしでいる閣、デジタル表示部には延長跨闇び表おされますか'、季を放ずと:呂動的に湿度表示に晒りかす 

@ク居;時間速続しで運較ずるときは、お部麗の換気に十み気をつけでくだざい。 






































靈湿®調® 


S 度夺"""襲腳谬* 



雜遍廈キ…を挿しで霜望の溫慶に含わせでください。 

禪ずごとに1ですつ藝わり、碑し続けると連続しで懇わり衆す。 
修Xジタル表示郭の設定 S 度を覇ながらたットしでくだ逆い。 

n ク T 〜 9 ( 1 °广ず"でわ 、V h で^まず） 

雌—^廈じットずると、電源プラグを抜し1たり、停電などがも:い.'て 



卿 ! ^■■«^»^a»j<i^39 ^<iii^<^^» ； »!ti ^y5iMgn9g eawwsflate6feg^e«»»»ga»»si««awiw^MB 8 a M MaMB «! MWiwwwww i we a »ea«a 88 g Ti<iWffiTTr i ww 刪 iWTW gae9a(iB»8faBaaa»saa»aas»»^> i aaa«gsaKeeKasaaaaBagBa BBMa«m i is i Hiw 加 * ■ 他旭 MWS 。 田 Mo aigpawassB 

靈大义為懲教さえ、じ…ブ運おをずる機能です。 


事薄壓夺师贯 



•点义擦が後、ル部屋キーを押しでください。ル部屋ランプが点巧します。 

ホル部屋モ…ドを辭おしたいときは、ル部屋キーを巧しでください。ル部屋ランプが消’なし 
まず。 



■ル部麗モードとは…… 

嚴大义力をが)％おさえで邏輯します。 

顯大乂力を下げで徳巧したい場舍（ルさなお部屋、着巧■秋□など)•は、•.•ル部屋モードをお還びください。 

ル部麗モードでは、靈澀が設定湿握より游 .3 で上异するとき動的に消义（たーブ消义）し、設を適度まで下がると直動のに再点义しで:、.:.•.盛温を 
飄節しずず。.:'； 

它ーブ消义中は、ル部麗ランプのみ点.なしでいまず。 


■わーブ消义特のランプのつきかた 


©か部屋ランプ 


厂つ運範ランブ 


邑秒点义 



点乂時間を短縮させる機能でず。 

あらかじめ因秘点火をだットレでおく'と、運転ボタンを巧しでずぐじな义でぎまず。 

5砂点义キ…を押ず ® 5砂点义ランプび点なしまず。 

_,_ *5 秒点义ランプを点なしでおきますと、 

0 ◎ み 5f ゆ点: A： を'をするとをは、ちラー g! 

^ ください。 


♦::巧適時は思^ K « び' 


でいるとまは.现巧 ff 比ホ巧を巧が上 


33?«® い tef ら攤傑餐随化します。 


などによるいたすら操作の防止 や、誤って運おポタンを巧しでを点义しないよラにしたむと.ぎじ使巧する機能です。 


)1/^〇ッ资聲-懸3圏譯嘗雜チャイルドロックキーを3秒な脚こ3回巧しでください。選あかまたは f 寧止中であチでイル 



ド□ックできまず。 

雜表示部に r- ■め j と表示されると t ット完3です。 

•チャイルドロックの解除は、泻慶チ中イルド□ックキーを3秒な巧に3◎抑しでください 















覇觀 Bin © 黨|3懸6守 c 





雜-表示切換キーを押しで、 
デジタル表录部を時 
計合せ表示にしでく 
ださい。 


馨瞬刻禽お字^巧が' (分)を抑 
しで、デジタル表/巧部の日寺 
刻を磁わがでください。 

藝半--を禪しつブけると、表 
示は*続しご変わ0ます。 


夕転 


•タイマ""感湯义響耀でず。 

t ットした時刻になると運転を開始し、設定温度になるよう义力調節をします。 ：が。古てぶ巧；：壞; 

室温びほいとぎは、 t ットした時刻より草め （5 〜15分位）に運転を開始します。 

•点义變1畴圏選転ずると、自動的に消义します。 

安をにご使巧いただくため、点火を1時間で自動消义し、アラームと Gff 表示の点灯でおがらせします。（タイマーランプは点灯) 



2•タイマー運転キーを挿す•遷ぉ中、または運絕ボタ 

ンを巧した後 V . タイマー 
運範中—を巧しでください。 
磯タイマ—ランツ’び点なし、 
'.:: デジ致泌表 m 部は機鄉號:^;: 

示に切りかねりまず。 

がタイマ--運較を解除した 
いときは、邏範ボタン瑶 .. 
押しでくだちい。タイで 
— ランプび消なしまず。 
#禽わせた時刻になると、 
直勤的に邏願を闕始しまず。 


•表示切換キーをがしで、 
デジタル表示部をタイ7 
—をせ表示じしでください。 
雜現在時刻のをわせかたと 
同様にしで希望のタイマ 
—時刻に合わせでください。 


遠度/時劾を巧 


タイマー時翊は、 1 廢なッ 
卜すれぼ記備をれ菜皆。\ 

Hr4-1 .1 L 成 ia A.:..., •vnidta；. か . 化 



ずぎる 


撫^^^後1誇闘で鐵動消乂し荣ず 


運黯ランプ 

く.消な〉 


、?澈 1誌戸 


選転ランプ 

く蘇の 


f /| 


、野！ 


タイ7-ランプ 

〈なな〉 


続.-_.主.〜。胃/ご!#靈 tt 
1.タイマ—■邏範キ—を巧し、一 
タイマ■^邏 I 因を解除します。 


2.延長時簡忆レクトキ…を 
押します。 （8 ぺ-ジ参照) 


解 J 嗓 






















胃萬の点機•をえ n 



び十分裙完でから、齡讀爾 S 


辩、も kv 部蟲のみがや巧販品との交換は絶がにしないで 

r ぶけ-ぃ‘听川んのな較控れいに掃おしでおいでくださし、。 

I .め山ホザしむいし—くだが、 


使 fflCt 


周ぶの可燃物の点お 


雜么ま憲！フアンヒータ…の属 ffl には燃えやすいを巧を置かないでください。 



巧漏れ•油のたまり•油のにじみの点検 


お風空気取入口の掃除 


に分おしないでください 


























>• 1 @ ili ± 


ん 3 イルフィルタをたットする 

•オイルフィルタをちとど 

► おりに t ットしでください。 

• こ{觀1た灯瓣炼よく,を違黎っ 
■で< ださい。，みミ...'‘‘‘：14’. 




•水洗いは絶巧にしないでくたさい.化で 
ラと'な;'由び適過しなくなります 
• オイルフィルタ及び围定タンクの巧陆を 
こなつでち.な乂 
いがする-遗申で 
巧めの販売店に修理 


陆をお 
卜し男 
い 



修固定タンクかりオイ jl / 
? つィルタを取り出しで 

71 . _ くだぞい。 


3 イルフイルタ 


' オイル'ツイルタを巧りあ 
ずとき、水やごみを固定 
タンクにをとさないよラ 
注意しで < ださい。 


2.きれいなな滿で洗ラ 


すイル：7イルタ 



ぎれいな口油 


雜オイルフィルタの中の水やごみを®つで 
からきれいな灯巧で洗つ'ごください。 

雜二みが取れにくい場含は、觸ブ3シなど 

を使ラと便利です。 



摸期間ご使巧になりまずと、器質の点横び必要です。 

爆2年に1回權度、シ•…ズン終3後などじお質い巧めの販売店又は、修 a 資格者（(財）曰本若巧燃焼機器保守協爸 （TEL 03- 3499- 
2928)でおこなラ技術醫理講習衾修3蜜（扫ミを機器按術管理±)など〕のいる店などに点傑依頼—されることをおずすめしまず。：; 

圆纖躍 • 異萬の見分け方と麵置ち法 

ちを装*び作動しで呂動消义し、デジタル表示部に f 表示でおがらせします。 

邏較ボタンを巧し（表示は消えます)、処靈をしでください。処置をち f 表示するときは、お翼い巧めの販売店にご相談くださし、。 
(修理を®頼されると费は、 f 表示値をお知らせください。） 






ノ I — 'I U '7 I )1' リや pi ! 定リ：’つじ?>•:やごみがたまると、 
給泡矿:•’つに口®がへ-,でいでも . 


f ■•点义しない——-—医1•医 g 
1® 点义しでち遠审消义する --；! py ! 


»炎びリつ卜し、囊いがす濟 
• I 給ミ歯表示び隋滅し、邏$5しない 


い i 担麗や振動、衝擊を受けたとぎ 
本化を傾けたとぎ 

[巧靈呂動消义装置のホ動] 


水平でを定した場所で馈用しでください。 

I 化震によって巧動した揚さは、鬧圓の巧燃物、杰1本の撰®、口油 
のあふれなど異溝びないことを確認したを、点义操作—をしでくだ 
さい。（作動をはき勤的にたットされます。） 


• 部麗の換気不足のとぎ 

• .1 ア…フイルタの目ブまりによる燃燒用空気不足 
のとぎ 

[不完を燃焼巧止装置の巧動] _ 

• 点义吉スをしたとを 
• 巽常燃焼をしたとぎ 

[巧义毀を装麗の作動] 

[燃焼制御裝置の巧動]_ 

• 淳電したとを 
• 擊源プラヴび扱けたとぎ 

[靜麗おを装麗のが動] 


; • 部屋の換気をしでから点义操1 乍をしでください。 

■ • エアーフィルタを掃除しでから点义操巧をしでください。 
: • 1時間に1~2回程度®巧‘換気しで<ださい。 


• 日常の点接’手入れ （11 〜12ベ--ジ猿照）をしでか6な义操巧 
をしでください。 

* なおち異駕ぴある揚合は、お賢い巧めの販売店にこ相設<ださい。 


• 温風空気恐 A □や遍風の出□がふさびったとき 
»温閣软出□の前面に霞害物などが'あるとき 
[週熱巧止装歷のが動]__ 

* 月一の消し忘れをお止ずるため、点み:操柜後3時 
間で自動ミ肖义します。 

_ _ _ _[消し忘 れ消 义装置の巧動] _ 

* 環気系綱の巧圈でず。 


1通輩を、点义操ホをしでくたさい 
電源ブラヴを魔認しでください。 


.本体びるえでから、：..湿風を気取入□や湿風の出□の爲姨-溝掃、 
^商菌の礎認をじだ愛^^点义操ををしでください。 

処置後ちお動する場台は、お翼いホめの販売店にご相該<だ巧し、 


* 点災媛作をしでくだぞい。 
巧ページ参照） 


み お翼い来めの嚴売直じご巧談< だ巧い。 


臣弓 




巧いをボ巧い 
クで水巧でさ 
ンつや給どだ 
夕まみのなく 
定たご販プで 
固にる巿ンい 






















•興齒の！!いとをは、巧の豪を參弯にしで点検-煙置をしでください。 

• ffi 靈巧法にぶり処 a しでを駿くならないときは、お買い求めの販売店にごす目該ください。 



赏巧聲 r が'‘ 鐵靈方 

! ; !コンむ.ントに磯藥に鶏しこむ 

# 

通5をす1く、永こぃ^ 

簡巧心保巧みしす一、ミでし心 

1 基油ずる 


給姐]□をしっかりしめ藝 

m 

轟麵のな油を使巧すしろ 

资 

送涵騷體-の?お抜壁、一14 I 


鹽定タンクに圧し、111^ ^む 


窗定タンク(ご正しちずろ 


顧請庭に修理を巧薛巧る 


エア--ジをすが P すすを 


錢 P 賣塞物を取〇餘く 


# ミ攝麗 I 空気取入□を掃除ずを 

i 

感窓をあけ，部屬の換気をずる 

:: 

泻捕乂操作靖‘す器） 

■ _1 

チャイルド□ック齋解臟帮截 


なのよラな擬象はな障ではありません。 

雜條理をの賴される前にをう一度お確かめくださし、。 



固定タンクにななびみたちれるまで4〜5かむ持つで点义操作をしでくだぞい。 

送ミ由経路の空気だまりなどにより、1圆で鑛かしないことがありまず。2…3圆点火 
操巧を < りかえ'しでください。 


初.めで使销ずると皆や、シ -- ブン巧めのの徳用時に 
' r ◎で禮义しない。 


お！嫩焼觸柳きや消义樹こ,化チおチ J ,城、う留がずる;链質本体が熱に''より膨張、觀觸ずる巧めでず。 


•'海岸におい巧などを気中に猫分力、’をい揚合 
•空気中にほこりや水みがをい揚合 
•超富波如湿器を使用しでいる擬ち 


徳巧中じと密どを r ポコ-ポコ J といラ窗がずる。1給油タンクから固定タンクの方にの'油び流ホすると愛の鹽で駕溝ではありません。 


r 11晶交換のしかた 

不费をな修理、調整は危険ですので、部湿の交換、調整が必愛な場合には、お圏い巧終①臟 roisxtt 、 》歷麗 ««((«) 
H 本む油燃焼機绿 es でおこなラを術霞理«習爸膨了畜（若猫機器巧術醫理±)など）のレる販》陽にご相談くだ靈い。 

と ご纏定 ください。 





































































るため!;;:.秘‘お.;;’.み.-' 





_ぶ管(攫誦闘戀厕 b 継寒割 


/蒸いじなると覆■は、爾源ブ ラブをコジたンドから援をこ演の囊霸でを筆入れし:でが爸お營しでく だをい。 


1 ，fl ■漉齋攘靈 

• it ', をタンクと圈定タンク巧の巧ミあを 
抜を取って C ださい。 

(12 ぺ^ジ參照） 

•か、こみなどを巧したまま保爸ず 
ると、さけや巧あきの原因になり 
ホず 

•巧油を巧かないと、保®時にこほ 
がこり、 にしみおたりしで危検です. 


お油ポンブ 



鹽をタンク 


ポリパクツ 


2..攤臟黎聲 S 

雜 オイルフィルタの掃除をしでく ださい。 

•エアーフィルタ-温風空気取入 □の掃除ろ 
(11 ぺージ参照） 

掃除機などでごみやほこ 
りを取0除いでください。 

み温風吹出口-本:何;の掃除 ' /iT .. ぐ X 
をしでください。 よデぶろ) 

(11 ぺージ参照） 〜兀 

しめらせた巧でちれを落 
としでから、からぶきし 一 

で < ださい。 


参照） 

し t 、， ■> ぶし、。 


3。保資貧 S 

雜包装箱に入れで、湿気のない場巧に水平に保管しでください。 
取扱説明書ち大切に保醫しでください。 

€ 130 *逆さにした〇、柏けた 0 、横倒しの がなではなお! に 巧 g し 
巧けきれなかつたな,由びちれで义巧の おそれがちります 


'頂 


麵仕様 

，ジ 了の雜ぴ i 

... 褲 ....... 姥 ..！ 


- み I 


i ‘。 — _ 旅! 了4 

み叛：;； 

::ぶ".劈鸣气 ——. 

4 狼り、 

ゴ_(止度 JJ 


‘1苗縣 




亥习驚白動治义装醫 


— MPH 辛 322 gv 空ず逛ぶ阳ぶ3ジ技 Y > 

_ m をを.強制灑题形.碟制対流お 

离巧煎;電点火 
巧油 ( JIS 1题网独） 

__ 0.334 L/h 

0.064し /h 

__ 3.20 kW (2,75 日 kcal / h ) 

__ 0.62 kW (530 kca !/ h ) ' :. 

____ 34 cB ( 鑛大燃焼膊 )乙 gOde (聲が燃焼時） 

_ _— 7. 2し 

_ 2 1.5 膊觀(聽大燃焼時) 

—— — ——— 鱗— 13 nr (8 醫)まで/:3ンクリ… 卜…細;' (11® お . . . 

_ __轟さ 426麵 輕442誦藥巧334画（觀台帮蠢む) 

. . 1： . -- — 

点乂詩最 大650/6目 0 W - す嫌焼目寺 21/21 W 

營おヒューズ IQA ■ 

驢熱酶み籍濯 点乂安金裝 雲準焼瑕」彎装霞靜體を全裝疆不完全燃焼駭让，装®消し觀れ淵火 liH 
アん方リボタン電灌(し R 44) 


2 J アフタ™ヴ™ビス 




修理を依頼され覆とを 


雜この：]□ず恐油つ—尸ンヒ^夕一1 こは保認疆がついで 
い萊す。 

r お S いおげ曰-販売店福.）なだの記入をお體かめの 
うえ 、» 売店からお受けとりになり、大®に保籠し 
アく ドタし、 

雜保® S 目間はお圏い あげいただいた曰から1を闇でず。 

雜なのよ 5 な]!团によるな 爆および擊巧じつさましでは、 
保証の'巧象(こなりません のでを屬しでください。 

■変鹽な巧、不純な;'あおよび 灯油ながの燃料使语に 

よるが曜か廳抑， 


爆本書の「故障•巽常の見分けちと処置ち を」 （12 〜13ベ--ジ参照）の頸 
じ従って調べでを良くならないときは、 電源プラグを抜いでお M い巧め 
の殿売店又は、おおくのコ□ナお客様ご 稱談あ□にで連絡<だ杳い。 

•保證顯圈中であれば保証靈の規定にがつで お料修理させでいただ薄ます。 


心が.ド， V ’'•が獨巧じ 給油タンク•固定タンク闲に巧巧び残ったままですと、傾きや 振動て’ .... 
さ八.:. とかなりますので、.化す巧き取ってください。 







































